
１．は じ め に

2006年度以降に入学する学生（単に，入学生と称する）のほとんどが高等学校時代に

「情報」または関係科目を履修した学生である。このようなことから，入学生の ICT（情

報通信技術）への理解はある一定以上進んでいるとは考えられるが，個人によって ICT

に関わる機会のばらつきがあるように思われる。

また，高等学校普通科に科目「情報」が必修化されてから10数年が過ぎ，この期間内で

も急速に情報化が進んだ。特に，スマートフォン，タブレットの普及や SNSによる新た

なコミュニケーション，クラウドコンピューティングによる情報伝達の変化などをあげる

ことができ，これらを利用した情報教育の充実が図られてきた。その一方，インターネッ

ト上のコミュニケーションからのトラブル，犯罪行為など多くの問題も年々増加し，大き

な社会問題として取り上げられている。

さらに，高等学校においては学習指導要領が改訂され ICTを利・活用して高い付加価

値を創造できる人材の育成を目的として2013年度から新たな教科（｢情報Ａ｣,「情報Ｂ｣,

「情報Ｃ」の３科目から「社会と情報｣,「情報の科学」の２科目に改訂）が実施され，よ

り充実した情報社会に適応できる人材の育成に努められている1)。
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このような背景のもと，情報社会に適応できる栄養士の育成をするため，情報教育の内

容を見直し，情報教育の充実化が求められる。しかしながら，どのような見直しが必要な

のかについては不明であり，基本的な情報リテラシについて調査・分析する必要がある。

そこで，本稿では2014年度にＵ大学短期大学部（栄養士養成課程）の入学生に対して入

学までの情報関連科目に関する履修状況，オフィススイートのアプリケーションの学習状

態，情報リテラシの知識に関する理解状況についてアンケート調査を実施し，その結果に

ついて報告する。

２．調 査 概 要

2.1．調査時期・対象者

2014年度にＵ大学短期大学部の栄養士養成課程に入学した入学生31名を対象として，入

学後の４月上旬に実施された情報科目の第１回目に調査を実施した（回収率100％)。

2.2．調査内容

調査は「教科 情報の履修状況や情報リテラシに関する調査」と「情報に関する知識を

問う調査」の２種類の調査を実施した。

前者の調査は藤井ら2) によって実施されたアンケート調査と同様の質問項目を実施した。

後者は中島ら3) が実施したアンケート調査と同様の質問とした。

これらの２調査の質問項目は西野ら4) が全国の大学約4000名の大学生等に実施した調査

を基本的に踏襲したものであり，将来的に経年比較することも可能であると考え，同様の

調査項目を実施した。

３．履修状況と情報リテラシに関する調査の結果と考察

3.1．入学前までの情報科目履修状況

入学前までの情報科目履修状況について表１に示す。各質問に対する割合は，調査対象

者全員のうちの未記入を含めた有効回答人数とその質問の有効回答人数合計に対する割合

である5)。

コンピュータの利用経験では全員が経験を有しており，高校生時代に教科「情報」が必

修でなかった社会人入学者も企業または高等教育機関等において利用経験を有していた。

また，50％以上の学生が高等学校入学前にコンピュータの利用経験を有している。
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高等学校で教科「情報」の履修状況についてはコンピュータの活用を中心とした科目で

ある「情報Ａ」を履修している学生が最も多く48.4％であり,「情報Ｂ」と「情報Ｃ」は，

ほぼ履修されていなかった。また，教科「情報」の履修学年は１年生で67.7％，２年生で

29.0％，３年生で25.8％であり，初年時にカリキュラムとして計画されていることが確認

された。コンピュータの印象は「好き」または「おもしろそう」の回答が60％程度あり，

半分以上の学生がコンピュータに対して好印象であった。しかしながら,「むずかしそう」

または「嫌い」の回答が40％程度あり，コンピュータに対して何らしかの抵抗を感じてい

る学生がいるということも明らかになった。この結果から講義内容の工夫が必要と考えら

れる。特に，初回授業において何かしらの抵抗を緩和するアイスブレイクの検討が必要と

考えられる。

WEBページの閲覧については35.5％の学生が閲覧のみ行っていた。しかしながら，イ
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表１ 教科 ｢情報｣ 履修状況

質問 回答 割合(％)

コンピュータを使ったことがありますか？使いはじめは？

①高等学校入学以前に，学校で 22.6
②高等学校入学以前に，学校以外で 29.0
③高校入学後に，学校で 35.5
④高校入学後に，学校以外で 12.9
⑤これまで使ったことがない 0.0
未回答 0.0

高等学校で教科 ｢情報｣ の科目を履修しましたか？
(複数選択)

①情報Ａを履修した 48.4
②情報Ｂを履修した 0.0
③情報Ｃを履修した 3.2
④その他の科目を履修した 12.9
⑤履修していない 22.6
未回答 16.1

高等学校で，教科 ｢情報｣ の授業をいつ行いましたか？
(複数選択可)

①１年生で行った 67.7
②２年生で行った 29.0
③３年生で行った 25.8
④行っていない 9.7
未回答 0.0

高等学校での情報の授業の満足度を評価ください｡

①大変満足であった 16.1
②まあ満足であった 32.3
③普通 35.5
④やや不満であった 12.9
⑤大いに不満であった 0.0
⑥履修していない 3.2
未回答 0.0

現在，コンピュータについて，どんな印象をもっています
か？

①好き 25.8
②おもしろそう 35.5
③むずかしそう 35.5
④嫌い 3.2
⑤その他 0.0
未回答 0.0

Webページ閲覧について
Ａ 掲示板等での不特定多数の人とのコミュニケーション
Ｂ ネットオークション，チケット等の購入

①Ａ, Ｂ両方の用途で使っている 16.1
②Ａの用途では使うが，Ｂの用途では使わない 9.7
③Ａの用途では使わないが，Ｂの用途では使う 9.7
④閲覧はするが，Ａ, Ｂの用途では使っていない 35.5
⑤Webページ閲覧はしていない 29.0
未回答 0.0



ンターネット上でのコミュニケーションやネットオークションなどを利用していると回答

した学生が40％近くいることからも十分な情報セキュリティおよび情報倫理の理解を深め

る講義の実施が必要である。2013年度より新しくなった高等学校の教科「情報」や情報処

理技術の国家資格である「ITパスポート」においても情報セキュリティおよび情報倫理

について充実化が進められている。一方，WEBページの閲覧をしてない学生は29.0％で

あり，インターネットの使い方に関する内容についても講義していく必要もある。

3.2. アプリケーションソフトの学習経験

情報リテラシの講義内で習得することが求められている Key入力やオフィススイート

の操作に関するアンケートの回答を表２に示す。

ローマ字入力の Key入力に関しては80％近くの学生が「できる」または『大体できる』

と回答しており，入学までにある一定以上の経験を有していることが明らかになった。

オフィススイートの使用経験については，Microsoft Office についての使用経験に限定

して回答を求めた。これは就職後に使用する一般的なオフィススイートが Microsoft

Office であるためである。

使用経験は Wordが93.5％，Excelが90.3％，PowerPointが61.3％，電子メールが87.1％，

Webブラウザが74.2％と多くの学生が短期大学入学までに経験していた。Wordについて

は,「文章入力」と回答した学生は83.9％であり,「図や表の作成」および「複雑な文章入

力ができる」と回答した学生はそれぞれ32.3％，3.2％であった。このようなことから基

本的な操作よりもレポートや論文作成を想定するなどの応用的な課題を通して講義を進め

るなどの工夫が必要と考えられる。

Excelについても Wordと同様の傾向であり，表作成などの基本的な操作よりも関数，

グラフ作成を用いて栄養価計算などの実践的な課題に取組む工夫等が必要と考えられる。

PowerPointについては「文字のスライド」を作成できると回答した学生は51.6％であっ

たが，図表の貼り付けやアニメーション等を用いることができると回答した学生は30％未

満であった。しかしながら，筆者の経験的な意見であるが，近年の学生はアプリケーショ

ンの操作の理解はスマートフォン等の情報機器の普及等により感覚的に理解できると感じ

ている。

メールに関しては多くの学生ができると回答していたが，社会人として必要な「CCや

BCC｣,「添付ファイル」の操作については30％未満の回答率であった。

WEBブラウザの使用経験は74.2％の学生が経験ありと回答し,「URLの入力」または

「検索エンジン」を利用してWEBブラウジングができると回答していた。また，小数で

はあるが，WEBページの作成の経験を有している学生もいた。

タッチタイピングが「できる」または「大体できる」と回答した学生は19.4％であり,

「自信がない」または「できない」と回答した学生は77.4％であった。入学生の多くがキー

ボードを見ながら入力していることが伺える。しかしながら，現代社会においてタッチタ

イピングの能力は必須といえることから，講義内で多くのデータ入力を実施することが有

効であると考えられる。
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表２ アプリケーションの学習経験

質問 回答 割合(％)

key入力 (ローマ字入力) ができますか？

①できる 58.1
②大体できる 19.4
③自信がない 22.6
④できない 0.0
未回答 0.0

Wordの使用経験はありますか？
①ある 93.5
②ない 6.5
未回答 0.0

Wordで作業できる内容があれば選択してください｡

①文章入力 83.9
②図や表の作成 32.3
③複雑な文章作成 3.2
未回答 9.7

EXCELの使用経験はありますか？
①ある 90.3
②ない 9.7
未回答 0.0

Excelで作業できる内容があれば選択してください｡

①データの入力 80.6
②セルの編集 51.6
③簡単な関数の使用 45.2
④グラフ作成 35.5
⑤数式作成条件分岐などの複雑な関数 12.9
未回答 12.9

PowerPointの使用経験はありますか？
①ある 61.3
②ない 38.7
未回答 0.0

PowerPointで作業できる内容があれば選択してください｡

①文字のスライド 51.6
②オブジェクトの挿入 22.6
③アニメーション機能 19.4
未回答 12.9

電子メールの使用経験はありますか？
①ある 87.1
②ない 12.9
未回答 0.0

電子メールで作業できる内容があれば選択してください｡

①メール送信 87.1
②CCや BCC 9.7
③ファイルの添付 32.3
未回答 0.0

Webブラウザの使用経験はありますか？
①ある 74.2
②ない 25.8
未回答 0.0

Webブラウザで作業できる内容があれば選択してくださ
い｡

①URL入力 54.8
②検索エンジン 29.0
③WEBページの作成 3.2
未回答 0.0

Key入力はタッチタイプができますか？ (キーボードを見
ずにキーが入力できますか)

①できる 6.5
②大体できる 12.9
③自信がない 22.6
④できない 54.8
未回答 3.2

プログラミング言語を使ってプログラムを作成できますか？

①プログラムを作成できる 0.0
②大体できる 0.0
③自信がないが作成したことがある 6.5
④習ったことはあるができない 19.4
⑤習ったことがない 74.2
未回答 0.0



プログラミングについては藤井ら5) でも述べられているように高等学校までで学習する

機会が少ないようである（｢習ったことがない」と回答した学生は74.2％)。

3.3．情報セキュリティに関する理解

コンピュータウィルスに関する危険性に関するアンケートの回答を表３に示す。コンピュー

タウィルスに関する危険性について「十分知っている」または「少し知っている」と回答

した学生が71.0％と高く，多くの学生がコンピュータウィルスの危険性について理解をし

ていた。一方,「ほとんど知らない」と回答した学生が29.0％おり，講義内でコンピュー

タウィルスについての基本的な知識を学習させる機会も必要である。また，自分のパソコ

ンを守る手段について理解している学生は35.5％であり，情報セキュリティの基礎や対策

方法について理解を深める講義内容が求められている。

3.4．パソコンに関する理解・印象

パソコンに関する理解や印象に関するアンケートの回答を表４に示す。パソコンの動作

についてパソコン内部でどのような処理または音声や画像がどのような処理が行われてい

るかについて「ほとんど知らない」と回答した学生は，両設問とも80.6％であった。また，
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表３ 情報セキュリティに関する理解

質問 回答 割合(％)

コンピュータウィルスの危険性について知っていますか？

①ほとんど知らない 29.0
②少し知っている 51.6
③十分知っている 19.4
未回答 0.0

自分のパソコンを守る手段を知っていますか？

①ほとんど知らない 64.5
②少し知っている 25.8
③十分知っている 9.7
未回答 0.0

パソコン上でプログラムやソフト(ウェア) を動作させるとき，
内部でどのような処理が行われているか知っていますか？

①ほとんど知らない 80.6
②少し知っている 12.9
③十分知っている 6.5
未回答 0.0

パソコン上で音声や画像がのような処理が行われているか知って
いますか？

①ほとんど知らない 80.6
②少し知っている 6.5
③十分知っている 6.5
未回答 6.5

表４ パソコンに関する理解や印象

質問 回答 割合(％)

あなた専用のパソコンを持っていますか？
①ある 29.0
②ない 64.5
未回答 6.5

パソコンを用いた授業についてどのような印象を持っていますか？

①好き 29.0
②面白そう 25.8
③難しそう 41.9
④嫌い 3.2
⑤その他 0.0
未回答 0.0



自分専用のパソコンを所有している学生は，29.0％であった。このようなことから，情報

リテラシの知識に関して授業計画に取り入れることが有効である。パソコンを用いた授業

については「好き」または「面白そう」と回答した学生が，54.8％であり,「難しそう」

と回答した学生が，41.9％であった。初回講義で「難しそう」と回答した学生に対してモ

チベーションを上げる工夫が必要である。

４．情報に関する知識を問う調査の結果と考察

教科「情報」の知識を調査する診断評価テストの問題内容と正答率の集計結果を表５に

示す。

情報活用の実践力については平均正答率が62.6％であり，全体的に高いと正答率であっ

た。これは，インターネット検索やオフィススイートのように短期大学入学までに学校や

自宅で経験していることが高い正答率へ繋がったと考えられる。

情報の科学的な理解については平均正答率が39.6％と全体的に低い正答率であった。パ

ソコンやネットワークに関する仕組みについて理解を深める講義内容を実施していく必要

があると考えられる。しかしながら，情報の分野を専門としていない場合に，一歩通行的

な講義を展開したとしても十分な理解に繋がり難い。そのため，学生が中心となり，課題
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表５ 情報知識調査

目標 領域 問題分類 正答率(%)

情
報
活
用
の
実
践
力

情報の特質と情報手段 情報の受発信とその手段 64.5

問題解決と情報の活用 情報の統合と創造 16.1

情報の収集と整理 情報検索 80.6

情報の加工 ワープロソフトの利用 90.3

情報の表現
情報表現の工夫 67.7

プレゼンテーションソフトの利用 64.5

情報の発信と評価 情報の評価と更新 54.8

情
報
の
科
学
的
な
理
解

情報のディジタル表現
文字と数字の表現 9.7

データ圧縮 41.9

情報の定式的処理 ソフトウェア 64.5

情報機器
コンピュータの構成 32.3

記憶装置 45.2

情報通信ネットワーク 情報通信ネットワークの仕組み 67.7

セキュリティ技術 アクセス制御とファイアウォール 16.1

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度

情報社会の進展
学習方法の変化 48.4

電子商取引 6.5

情報社会の問題点 個人情報の流出 22.6

コミュニケーションの拡大
コミュニケーションとその変遷 9.7

情報の受信・発信 16.1

情報社会における個人の役割 インターネットと犯罪 77.4



（キーワード）に対して個人・グループ学習を実施することで理解が深められるような講

義の実施が望まれる。

情報社会に参画する態度については平均正答率が30.1％と３つの目標の中では最も低い

結果であった。これは西野4) や藤井ら5) の結果と同様の傾向であった。これは短期大学入

学前に技術的な習得が優先されていることが原因としてあげることができる。また，情報

社会で必要な基礎知識やマナーを学習する前にパソコン，スマートフォン，タブレットな

どの情報機器に触れる機会が多く，段階的な情報教育の実施の必要性が増していると思わ

れる。そのため，高等学校では学習指導要領が改訂され，情報セキュリティや情報倫理に

ついて重要度が高まっていること。また，大学・短期大学では，これまで講義の一部分で

あったが１科目にするなどの対応が行われている。

５．ま と め

本稿では本学において情報社会に適応できる栄養士の育成をするため，2014年度の入学

生に対して入学までの情報関連科目に関する履修状況，オフィススイートのアプリケーショ

ンの学習状態，情報リテラシの知識に関する理解状況についてアンケート調査を実施し，

その結果についてまとめた。

単年度のアンケート調査では全ての方向性を示すことは困難であるが，ある一定の傾向

を掴むことができ，今後の短期大学における情報教育にとって重要な情報となったと考え

られる。
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